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救 (すく)いの始 (はじ)まり
か　

　　　　　　

エペソ1:1～13　私 (わたし)たちの主 (しゅ)イエス・キリストの父 (ちち)なる神 (かみ)がほめたたえられますように。神 (かみ)はキリストにあって、天 (てん)にあるすべての霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)をもって私 (わたし)たちを祝福 (しゅくふく)してくださいました。すなわち、神 (かみ)は私 (わたし)たちを世界 (せかい)の基 (もとい)の置 (お)かれる前 (まえ)から彼 (かれ)にあって選 (えら)び、御前 (みまえ)で聖 (きよ)く、傷 (きず)のない者 (もの)にしようとされました。神 (かみ)は、みむねとみこころのままに、私 (わたし)たちをイエス・キリストによってご自分 (じぶん)の子 (こ)にしようと、愛 (あい)をもってあらかじめ定 (さだ)めておられました。それは、神 (かみ)がその愛 (あい)する方 (かた)にあって私 (わたし)たちに与 (あた)えてくださった恵 (めぐ)みの栄光 (えいこう)が、ほめたたえられるためです。（3～6）

1.救 (すく)いの計画 (けいかく)はいつ始 (はじ)まりましたか
1） 神様 (かみさま)は世界 (せかい)の基 (もとい)の置 (お)かれる前 (まえ)から私 (わたし)たちを選 (えら)ばれました（エペ1:3～4）
2） 神様 (かみさま)はみむねとみこころのままに、私 (わたし)たちをイエス・キリストによってご自分 (じぶん)の子 (こ)に
しようと、愛 (あい)をもってあらかじめ定 (さだ)めておられました（エペ1:5）
3）イエス・キリストを通 (とお)して与 (あた)えられた恵 (めぐ)みと栄光 (えいこう)をほめたたえられるためです（エペ1:6）

2.救 (すく)われた者 (もの)の祈 (いの)りはどんなものですか
1）祈 (いの)るたびに感謝 (かんしゃ)し、神様 (かみさま)を知 (し)るための知恵 (ちえ)と啓示 (けいじ)の御霊 (みたま)を求 (もと)めます（エペ1:16～17）
2）心 (こころ)の目 (め)がはっきり見 (み)えるようになって、神様 (かみさま)の召 (め)しによって与 (あた)えられる望 (のぞ)みがどのようなものか、聖徒 (せいと)の受 (う)け継 (つ)ぐものがどのように栄光 (えいこう)に富 (と)んだものかを知 (し)ることができますように（エペ1:18）
3）信 (しん)じる者 (もの)に働 (はたら)く神様 (かみさま)のすぐれた力 (ちから)は何 (なん)であるかを知 (し)ることができますように（エペ1:19）

3.救 (すく)われたキリストは何 (なに)をしておられますか
1）死者 (ししゃ)の中 (なか)からよみがえられ、天上 (てんじょう)において神様 (かみさま)の右 (みぎ)の座 (ざ)に座 (すわ)っておられます（エペ1:20）
2）すべての支配 (しはい)、権威 (けんい)、権力 (けんりょく)、主権 (しゅけん)の上 (うえ)に、また、今 (いま)の世 (よ)ばかりでなく、次 (つぎ)に来 (く)る世 (よ)においてもとなえられる、すべての名 (な)の上 (うえ)に高 (たか)く置 (お)かれました（エペ1:21）
3）いっさいのものをキリストの足 (あし)の下 (した)に従 (したが)わせ、いっさいのものの上 (うえ)に立 (た)つかしらであるキリストを、教会 (きょうかい)にお与 (あた)えになり、いっさいのものを満 (み)たしておられます（エペ1:22～23）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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 救 (すく)いの内容 (ないよう)
聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)


か　


　　　　　　

エペソ2:1～6　あなたがたは自分 (じぶん)の罪過 (ざいか)と罪 (つみ)との中 (なか)に死 (し)んでいた者 (もの)であって、そのころは、それらの罪 (つみ)の中 (なか)にあってこの世 (よ)の流 (なが)れに従 (したが)い、空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)として今 (いま)も不従順 (ふじゅうじゅん)の子 (こ)らの中 (なか)に働 (はたら)いている霊 (れい)に従 (したが)って、歩 (あゆ)んでいました。私 (わたし)たちもみな、かつては不従順 (ふじゅうじゅん)の子 (こ)らの中 (なか)にあって、自分 (じぶん)の肉 (にく)の欲 (よく)の中 (なか)に生 (い)き、肉 (にく)と心 (こころ)の望 (のぞ)むままを行 (おこ)ない、ほかの人 (ひと)たちと同 (おな)じように、生 (う)まれながら御 (み)怒 (いか)りを受 (う)けるべき子 (こ)らでした。しかし、あわれみ豊 (ゆた)かな神 (かみ)は、私 (わたし)たちを愛 (あい)してくださったその大 (おお)きな愛 (あい)のゆえに、罪過 (ざいか)の中 (なか)に死 (し)んでいたこの私 (わたし)たちをキリストとともに生 (い)かし、――あなたがたが救 (すく)われたのは、ただ恵 (めぐ)みによるのです――キリスト・イエスにおいて、ともによみがえらせ、ともに天 (てん)の所 (ところ)にすわらせてくださいました。

1.過去 (かこ)の問題 (もんだい)が解決 (かいけつ)されます（エペ2:1）
1）すべての罪 (つみ)が解決 (かいけつ)されました
2）不従順 (ふじゅうじゅん)したすべての罪過 (ざいか)が解決 (かいけつ)されました
3）罪過 (ざいか)と罪 (つみ)のために霊的 (れいてき)に死 (し)んでいた者 (もの)でしたが生 (い)かされました

2.現在 (げんざい)の問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)されます（エペ2:2）
1）この世 (よ)の流 (なが)れに従 (したが)わなくてもよいです
2）空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)から逃 (のが)れました
3）不従順 (ふじゅうじゅん)の子 (こ)らの中 (なか)に働 (はたら)いている霊 (れい)から解放 (かいほう)されました

3.未来 (みらい)の問題 (もんだい)が解決 (かいけつ)されます（エペ2:6～7）
1）キリストとともに生 (い)かしてくださいます
2）キリストとともに天 (てん)に座 (すわ)らせくださいます
3）神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みをあとに来 (く)る世々 (よよ)において明 (あき)らかに示 (しめ)すためです
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聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)



か　
救 (すく)いの働 (はたら)きの奥義 (おくぎ)

　　　　　　




エペソ3:14～15　こういうわけで、私 (わたし)はひざをかがめて、天上 (てんじょう)と地上 (ちじょう)で家族 (かぞく)と呼 (よ)ばれるすべてのものの名 (な)の元 (もと)である父 (ちち)の前 (まえ)に祈 (いの)ります。

1.伝道 (でんどう)の奥義 (おくぎ)が現 (あらわ)れます
1）パウロは異邦人 (いほうじん)のためにキリスト・イエスの囚人 (しゅうじん)となりました（エペ3:1）
2）パウロは神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みによる務 (つと)めを伝 (つた)えました（エペ3:2）
3）神様 (かみさま)は啓示 (けいじ)によって奥義 (おくぎ)を知 (し)らせてくださいました（エペ3:3～4）

2.宣教 (せんきょう)の奥義 (おくぎ)が現 (あらわ)れます
1）異邦人 (いほうじん)にも契約 (けいやく)を与 (あた)えられました（エペ3:6）
2）神様 (かみさま)の力 (ちから)の働 (はたら)きにより、神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みの賜物 (たまもの)を伝 (つた)えなければなりません（エペ3:7）
3）天上 (てんじょう)と地上 (ちじょう)のすべてのものに名 (な)を与 (あた)えられました（エペ3:14～15）

3.愛 (あい)の奥義 (おくぎ)が現 (あらわ)れます
1）キリストの愛 (あい)に根 (ね)ざし、基礎 (きそ)を置 (お)きます（エペ3:17）
2）知識 (ちしき)にあふれるキリストの愛 (あい)を知 (し)ります（エペ3:18）
3）その広 (ひろ)さ、長 (なが)さ、高 (たか)さ、深 (ふか)さを悟 (さと)ります（エペ3:19）
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聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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 か　
　救 (すく)いの理由 (りゆう)



　　　　　　
エペソ4:11～12　こうして、キリストご自身 (じしん)が、ある人 (ひと)を使徒 (しと)、ある人 (ひと)を預言者 (よげんしゃ)、ある人 (ひと)を伝道者 (でんどうしゃ)、ある人 (ひと)を牧師 (ぼくし)また教師 (きょうし)として、お立 (た)てになったのです。それは、聖徒 (せいと)たちを整 (ととの)えて奉仕 (ほうし)の働 (はたら)きをさせ、キリストのからだを建 (た)て上 (あ)げるためであり、

1.唯一 (ゆいいつ)の問題 (もんだい)解決 (かいけつ)であるからです
1）救 (すく)い主 (ぬし)は一人 (ひとり)です（エペ4:1～5）
2）すべてのものを支配 (しはい)される神様 (かみさま)は一 (ひと)つです（エペ4:6）
3）ひとりひとり、キリストの賜物 (たまもの)の量 (はか)りに従 (したが)って恵 (めぐ)みを与 (あた)えられました （エペ4:7）

2.救 (すく)いの理由 (りゆう)を教会 (きょうかい)に与 (あた)えられました（エペ4:12）
1）信徒 (しんと)を整 (ととの)えるためです
2）奉仕 (ほうし)の働 (はたら)きをさせるためです
3）キリストのからだを建 (た)て上 (あ)げるためです

3.古 (ふる)い人 (ひと)と新 (あたら)しい人 (ひと)は違 (ちが)うためです
1）古 (ふる)い人 (ひと)は異邦人 (いほうじん)がむなしい心 (こころ)で歩 (あゆ)んでいるように歩 (あゆ)んで、神様 (かみさま)のいのちから遠 (とお)く離 (はな)れています （エペ4:17～18）
2）新 (あたら)しい人 (ひと)は、真理 (しんり)に基 (もと)づく義 (ぎ)と聖 (せい)をもって神様 (かみさま)にかたどり造 (つく)り出 (だ)されました（エペ4:24）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む




一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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 　福音 (ふくいん)の目標 (もくひょう)
か　



　　　　　　

エペソ6:12　私 (わたし)たちの格闘 (かくとう)は血肉 (けつにく)に対 (たい)するものではなく、主権 (しゅけん)、力 (ちから)、この暗 (くら)やみの世界 (せかい)の支配者 (しはいしゃ)たち、また、天 (てん)にいるもろもろの悪霊 (あくれい)に対 (たい)するものです。


1.聖霊 (せいれい)の人 (ひと)として立 (た)たせるための神様 (かみさま)の計画 (けいかく)があるためです（エペ5:18）

2.サタンサミット（summit）との戦 (たたか)いが残 (のこ)っています（エペ6:12）
1）主権者 (しゅけんしゃ)との戦 (たたか)いが残 (のこ)っています
2）権力者 (けんりょくしゃ)との戦 (たたか)いが残 (のこ)っています
3）暗 (くら)やみの世界 (せかい)の支配者 (しはいしゃ)たちとの戦 (たたか)いが残 (のこ)っています

3.神様 (かみさま)のすべての武具 (ぶぐ)によって武装 (ぶそう)してこそ勝利 (しょうり)することができます（エペ6:13～20）
1）救 (すく)いのかぶとをかぶりなさい
2）胸 (むね)には正義 (せいぎ)の胸当 (むねあ)てを着 (つ)けなさい
3）信仰 (しんこう)の大盾 (おおだて)を取 (と)りなさい
4）御霊 (みたま)の与 (あた)える剣 (つるぎ)である、神様 (かみさま)のことばを受 (う)け取 (と)りなさい
5）足 (あし)には平和 (へいわ)の福音 (ふくいん)の備 (そな)えをはきなさい




















救 (すく)いのかぶと


みことばの剣 (つるぎ)




正義 (せいぎ)の胸当 (むねあ)て

[bookmark: _GoBack]信仰 (しんこう)の大盾 (おおだて)





真理 (しんり)の帯 (おび)



福音 (ふくいん)の備 (そな)え
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む




一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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